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県
管
理
の
一
、
二
級
河
川
に
対
す
る

地
域
の
美
化
活
動
を
支
援
す
る
『
リ
バ
ー

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
』
の
調
印
が
、
県
沼
津

土
木
事
務
所
と
田
京
区
、
伊
豆
の
国
市

の
三
者
で
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

田
京
区
が
同
意
し
た
の
は
、
海
陸
橋

〜
田
京
橋
ま
で
の
深
沢
川
堤
防
約
三
百

三
十
�r
区
間
の
河
川
美
化
活
動
。
県
か

ら
は
草
刈
り
機
七
台
、
軍
手
三
百
六
十

双
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

田
京
区
の
堀
江
賢
司

ほ
り
え

け
ん
じ

区
長
は
「
資
機
材

を
活
用
し
、
区
と
し
て
一
層
河
川
愛
護

に
努
め
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

今
回
の
同
意
で
同
事
務
所
管
内
の
リ

バ
ー
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
は
計
十
三
団
体

に
な
り
、
市
内
で
は
、
昨
年
三
月
に
浮

橋
区
、
江
間
地
区
、
長
崎
区
、
奈
古
谷

区
が
調
印
し
て
い
ま
す
。

田
京
区
も
川
の
友
だ
ち
に

深
沢
川
リ
バ
ー
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
調
印

（左から）調印した県沼津土木事務所と田京区、市
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昨
年
ま
で
の『
子
ど
も
し
ゃ
ぎ
り
大
会
』

を
発
展
さ
せ
、
今
年
は
、
狩
野
川
リ
バ

ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
で
『
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
』を
開
催
し
ま
し
た
。

し
ゃ
ぎ
り
ス
テ
ー
ジ
は
、
守
木
子
供

し
ゃ
ぎ
り
、
山
木
子
供
し
ゃ
ぎ
り
、
三

福
子
供
し
ゃ
ぎ
り
、
町
屋
子
供
し
ゃ
ぎ

り
、
田
京
区
子
供
し
ゃ
ぎ
り
、
四
日
町

子
ど
も
会
、
小
坂
子
供
し
ゃ
ぎ
り
グ
ル

ー
プ
、
南
若
子
供
し
ゃ
ぎ
り
、
宗
光
寺

し
ゃ
ぎ
り
保
存
会
の
市
内
九
団
体
が
出

演
し
、
笛
や
太
鼓
の
音
色
を
元
気
い
っ

ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
県

立
修
善
寺
工
業
高
校
郷
土
芸
能
部
、
大

仁
雅
楽
会
、
民
芸
衆
団
奏
鳴
曲

そ

な

た

が
出
演
。

会
場
に
は
か
き
氷
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の

模
擬
店
も
並
び
ま
し
た
。

響
け
子
ど
も
し
ゃ
ぎ
り

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

大
仁
庁
舎
で
登
記
証
明

法
務
局
登
記
証
明
書
等
交
付
窓
口
設
置法務局職員の案内で発行機を操作する利用者

笛や太鼓の音色を元気に響かせる子どもたち

8／22

こ
の
日
、
県
庁
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成

二
十
一
年
度
河
川
、
海
岸
・
道
路
愛
護
団

体
等
表
彰
式
で
、
奈
古
谷
区（
鈴
木
繁

す
ず
き
し
げ
る

区

長
）
と
長
崎
区
（
鈴
木
一
美

す
ず
き

か
ず
み

区
長
）
が
、
河

川
愛
護
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
河
川
、
海
岸
・
道
路
の

愛
護
運
動
に
尽
力
し
て
い
る
団
体
に
対
し

て
県
よ
り
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
二
区
は
長

年
に
わ
た
る
河
川
の
草
刈
り
・
清
掃
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
旧
大
仁
町
時
代
に
二
団
体
が

受
賞
し
て
お
り
、
今
回
を
含
め
延
べ
四
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

県庁前で記念撮影をする受賞者ら

地
区
あ
げ
て
川
を
愛
す
る

奈
古
谷
区
・
長
崎
区
河
川
愛
護
団
体
表
彰

8／27

不
動
産
登
記
や
商
業
・
法
人
登
記
、

会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書
な
ど
が
、

市
役
所
大
仁
庁
舎
で
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
三
月
に
静
岡
地
方
法
務
局
大
仁

出
張
所
が
統
廃
合
さ
れ
て
以
降
、
伊
豆

の
国
市
や
伊
豆
市
で
登
記
証
明
書
等
が

必
要
な
人
は
、
法
務
局
沼
津
支
局
ま
で

出
向
き
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
便

性
を
向
上
す
る
た
め
行
政
が
要
望
し
、

同
法
務
局
が
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

窓
口
は
、
市
役
所
大
仁
庁
舎
一
階
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
隣
り
に
証
明
書
発
行

機
を
設
置
し
、
同
法
務
局
の
臨
時
職
員

を
配
属
し
ま
し
た
。
利
用
時
間
は
月
〜

金
曜
日
の
九
時
〜
十
六
時
半
で
す
。

問
合
せ

静
岡
地
方
法
務
局
沼
津
支
局

電
話
０
５
５（
９
２
３
）１
２
０
１

奈古谷区

長崎区
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昨
年
ま
で
狩
野
川
河
川
敷
を
会
場
に
、

開
演
時
間
を
夕
方
〜
夜
に
設
定
し
て
い
た

『
狩
野
川
薪
能
』。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
雨

天
に
よ
る
会
場
変
更
が
続
い
た
こ
と
や
、

旅
館
宿
泊
客
の
来
場
も
見
込
む
等
の
理
由

に
よ
り
、
十
回
目
の
今
年
か
ら
『
狩
野
川

能
』
と
し
て
趣
向
を
変
え
、
ア
ク
シ
ス
か

つ
ら
ぎ
を
会
場
に
、
開
演
時
間
も
早
め
た

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

約半年間の練習の成果を観客に披露した、子ども創作能『伊豆の頼朝』

十
年
目
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

狩
野
川
能
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
開
催

8／29
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デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
四
年
に
一
度

世
界
規
模
で
行
わ
れ
る
聴
覚
障
害
者
の

た
め
の
国
際
競
技
大
会
。
台
湾
台
北
市

で
の
『
第
二
十
一
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
九
月
五
日
〜
十
五
日
）』
開
催
に
先
立

ち
、
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
に
選
ば

れ
た
佐
野

さ

の

和
美

か
ず

み

さ
ん
（
立
花
台
）
と
母
親

の
由
美

ゆ

み

さ
ん
が
、
市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

由
美
さ
ん
は
、「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
大
会
。

聴
覚
障
害
は
見
た
目
に
は
分
か
り
に
く

い
が
、
世
界
の
舞
台
で
が
ん
ば
っ
て
る

の
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
市
長
も

「
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
の

が
大
事
。
今
後
も
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
お

手
伝
い
を
し
た
い
」
と
述
べ
、
和
美
さ
ん

に
対
し
て
も
「
自
信
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

世
界
を
舞
台
に
活
躍
を

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表

子
ど
も
と
一
緒
に
介
護
予
防

地
区
サ
ロ
ン
異
世
代
交
流
事
業 園児の前で歌や踊りを披露するサロン参加者

市長と握手を交わし今後も活躍を誓う佐野さん

8／18

高
齢
者
が
子
ど
も
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
元
気
に
な
り
、
介
護
予
防

の
一
助
と
な
る
こ
と
、
ま
た
子
ど
も
が

高
齢
者
に
親
し
み
を
も
ち
情
緒
豊
か
に

な
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
市
は
『
地

区
サ
ロ
ン
と
保
育
園
児
の
異
世
代
交
流

モ
デ
ル
事
業
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
み
ど
り
区
の
サ
ロ
ン
参
加

者
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
み
れ
の

親
子
と
で
行
わ
れ
た
異
世
代
交
流
事
業

は
、
ゲ
ー
ム
や
伝
承
遊
び
、
歌
の
交
歓

会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

十
月
以
降
も
こ
の
事
業
は
、
い
ち
ご

の
里
サ
ロ
ン
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ
、
守
木
サ
ロ
ン
と
長
岡
保
育

園
、
寺
家
サ
ロ
ン
と
堀
越
保
育
園
、
三

福
サ
ロ
ン
と
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
間
で

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

演
目
も
、
第
一
部
の
子
ど
も
創
作
能
で

は
源
頼
朝
挙
兵
か
ら
山
木
兼
隆

や
ま
き
か
ね
た
か

追
討
を
題

材
に
し
た
『
伊
豆
の
頼
朝
』
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
地
元
小
中
学
生
が
、
約
半
年
に
わ

た
る
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
第
二
部
で
は
、
プ
ロ
に
よ
る
仕
舞

『
熊
坂
く
ま
さ
か

』、
狂
言
『
瓜
盗
人

う
り
ぬ
す
び
と

』、
能
『
望
月
も
ち
づ
き

』

が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
本
格
的
な
能
舞

台
を
堪
能
し
ま
し
た
。




